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Ⅰ 長浜米原しょうがい者自立支援協議会の概要 

 

1 基本理念 

地域自立支援協議会（以下「協議会」と言う。）の意義は、①相談支援を中心としたしょうがい者等への支

援体制の整備を図ること、②「人と人をつなぐこと」、「地域で暮らし続けられるまちを作るための仕組みを発案

して実働していくこと」、③「しょうがい福祉の関係者以外の人ともつながること」です。 

協議会運営の特徴として、「要求や陳情を行う側と受け止める側」といった関係性ではなく、立場や経験や

職種の違う方たちが、同じテーブルに座って、一緒に汗をかきながら考え、知恵を出し合い、動いていくというこ

とにあります。協議会に必要なことは「対立」ではなく「協働」です。「誰かがやってくれる」「〇〇がこのようにす

べきだ」ではなく、「目的を達成するためにはどうすればいいのか」を協議会の構成員一人ひとりが主体的に

自分の頭で考えることが必要です。自分の所属の立場に拘束されず、無責任にならず、率直な話し合いができ

て、なにかが変わっていく夢や希望を持てる会議体にしていく意識をもって参加することが大切です。 

また、当事者が参画することで支援者同士では気づかない課題を顕在化できる場合があることを念頭にお

き、当事者が持つ思いこそがしょうがい者を支援する人々の最も重視するべきことであることを認識し、ともに

住みやすいまちを作っていく活動が協議会の特徴です。 

現実的には多くの課題があるが、優先順位をつけて「できることから行っていき」、「具体的な協議や取り組

みを重ね、積み上げて」いくことから始めていきたいと考えます。 

 

2 目的・役割 

協議会は、この湖北地域に暮らしているしょうがいのある人たちが、住み慣れた環境で、また住みたい場所で、 

いきいきと暮らし、共に育ち学び働き続けられることを目指し、しょうがいのある人たちとその家族、及び教育医

療労働福祉その他携わる関係者が一緒になり課題を整理・協議して、解決していくものとする。そして、それを達

成していくために、障害者権利条約や障害者基本法をベースとした、湖北地域全体で包括するような社会モデ

ルのシステム・施策を立案し、推進していくことを目的としています。 

 

3 組織構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 
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4 令和７年度の取り組み方針 

・ ３つの専門部会を課題ごとに３つの作業班に分け、令和５年度から継続する形で協議・取組みを

実施します 

・ 就労選択支援サービスプロジェクトについては、令和５年度に国のモデル事業を受諾した事業所を中心に

圏域の枠組みについて、令和６年度から継続的に協議を実施します 

・ 「誰もが住みよいまちづくり」活性化プロジェクト（仮称）（準備室：事務局）⇒４/１５長浜曳山祭りや１０/４

わた SHIGA 輝く国スポ・障スポの売店出店等、圏域で開催されるイベントにおいて、福祉サービス事業所

で制作・製造している商品を販売。また、販売等でのやりとりを通じて、一般市民への啓発活動として実施

します （※各専門部会等の検討項目は、下記表 2、3、４を参照） 

・ 協議会の活動を見える化し積極的に発信します（かわら版の発行、年間スケジュールの決定、ホ

ームページの活用、会議録の掲載等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2 

表3 
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Ⅱ 令和７年度自立支援協議会事務局機能（事務局会議/運営委員会） 

 

1 事務局会議 

  ■構成メンバー 

  会長：松本正志（CIL だんない） 

  副会長：美濃部裕道（CIL だんない） 

  拠点コーディネーター：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン）、山口毅（湖北基幹相談支援セン 

ターふらっと） 

  しょうがい当事者代表：美濃部裕道（CIL だんない） 

  基幹相談支援センター：宮川和彦（湖北基幹相談支援センターふらっと） 

  行政（長浜市）：片山理絵/川瀬雄太（長浜市健康福祉部しょうがい福祉課） 

  行政（米原市）：宮元尚義/石田育子（米原市くらし支援部障がい福祉課） 

  事務局：喜田知之/岸田美紀（湖北基幹相談支援センターふらっと） 

   

 ■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 4 月２日 13：30～15：15 長浜市地域福祉センター３A 会議室 10 

第２回 5 月 7 日 13：30～15：00 長浜市地域福祉センター３A 会議室 11 

第３回 6 月 4 日 13：30～15：00 長浜市地域福祉センター３A 会議室 10 

第４回 7 月 2 日 10：00～11：00 長浜市地域福祉センター３A 会議室 11 

第５回 8 月 6 日 13：30～15：00 長浜市地域福祉センター３A 会議室 9 

第６回 9 月 3 日 13：30～15：00 長浜市地域福祉センター３A 会議室 10 

第７回 10 月 1 日 13：30～15：10 長浜市地域福祉センター３A 会議室 10 

表4 
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第８回 11 月 5 日 13：30～15：00 長浜市地域福祉センター３A 会議室 9 

第９回 12 月 3 日 13：30～15：20 長浜市地域福祉センター３A 会議室 8 

第 10 回 1 月 7 日 13：30～15：20 長浜市地域福祉センター３A 会議室 10 

第 11 回 2 月 4 日 13：30～15：20 長浜市地域福祉センター３A 会議室 7 

第 12 回 3 月 4 日 13：30～14：50 長浜市地域福祉センター３A 会議室 9 

 

2 運営委員会 

 ■構成メンバー 

  会長：松本正志（CIL だんない） 

  副会長：美濃部裕道（CIL だんない） 

  拠点コーディネーター（以下、拠点 Co）：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン）、山口毅（湖北

基幹相談支援センターふらっと） 

  しょうがい当事者代表：美濃部裕道（CIL だんない） 

  生活の充実部会長：西山和秀（湖北タウンホーム） 

  ライフステージ専門性部会長：川嵜誠一（湖北相談処すだち） 

  社会資源環境部会長：河井孝典（重症心身障害者通所施設えがお） 

  就労選択支援サービスプロジェクト座長：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン） 

  湖北健康福祉事務所：野中梓（長浜保健所地域保健福祉係） 

  行政（長浜市）：小嵜多代（長浜市健康福祉部しょうがい福祉課） 

  行政（米原市）：石河輝男（米原市くらし支援部障がい福祉課） 

  米原市社会福祉協議会：田中雄一（米原市社会福祉協議会相談支援課） 

  長浜市社会福祉協議会：葛川豊（長浜市社会福祉協議会相談支援課） 

  基幹相談支援センター：宮川和彦（湖北基幹相談支援センターふらっと） 

  事務局：喜田知之/岸田美紀（湖北基幹相談支援センターふらっと） 

 

■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第１回 ４月 16 日 13：30～15：20 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

第２回 6 月 18 日 13：30～15：20 長浜まちづくりセンター1C 会議室 13 

第３回 8 月 20 日 13：30～15：20 長浜まちづくりセンター1C 会議室 14 

第４回 10 月 15 日 13：30～15：20 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

第５回 12 月 17 日 13：30～15：15 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

第６回 2 月 18 日 13：30～15：15 長浜まちづくりセンター1C 会議室 10 

 

■今年度の事務局会議および運営委員会での主な協議内容等 

１．協議会の体制と運営 

・新体制の構築と拠点 Co の参画: 令和７年度より、新たに拠点 Co２名が事務局会議および運営委員会

のメンバーとして加わり、より現場と直結した課題解決に取り組む体制となりました 

・事務局会議のペーパーレス化: 環境負荷低減のため、当日紙資料の配布を原則廃止し、事前にデータ
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で資料を共有する運用を試験的に開始し、年度末にその有効性と課題について振り返りを行いました 

・次期会長・副会長の選出: 現会長が３期６年の任期を終えるにあたり、次期会長（令和８・９年度）

が決定するまでのプロセスを協議し、実際に運営委員会にて、会長選出の一連の流れに沿って、立候

補受付・信任投票を行い、満場一致で次期会長が信任されました 

 

２．全体会議の開催と実践報告 

・ 第１回全体会議（９月）: 映画『杳（はる）かなる』の上映会と新規事業所の紹介を実施。ALS（筋萎縮性側索 

硬化症）をテーマとした映画を通じ、障害当事者への理解を深める機会としました 

・ 第２回全体会議（３月）: 地域での優れた実践を共有する「第１回湖北地域における実践報告会」をメイン企画

として立案し、AI 活用や地域のまちづくりに関する取組みなど８つの事例発表を柱に構成しました 

 

３.地域課題への対応とプロジェクト設定に向けての活動 

・相談支援体制の再構築: 相談支援事業所の伸び悩みやのぞまないセルフプランの増加といった地域課

題に対し、次年度、相談支援体制再構築プロジェクトを立ち上げ、意見交換会を通じて課題の可視化

や今後の方向性について協議する場を設定しました 

・湖北圏域社会資源マップの更新: ３年前に作成されたマップの情報を現場で使いやすいツールへの改

良等を含めて検討・協議する場を設定しました 

・日中サービス支援型共同生活援助（以下、GH）の評価: 定期評価（既存事業所）および事業計画評価

（新規開設予定）を実施。災害対策や虐待防止、医療連携などの観点から事業所への助言や評価を行

いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑運営委員会の様子 

協議会会長から米原市長へ報告されている様子 
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3 長浜市長および米原市長へ令和６年度活動報告書の提出 

■目的  

令和６年度自立支援協議会の取り組みを両市長に認知してもらうこと、今後も市と連携して課題解決に向け 

  た取り組み等を協同して行っていくことを確認する機会とするため、両市長と面談を実施しました。令和６年度の

協議会における重点取組み内容等を中心に報告し、協議会の年間の活動報告書を手渡しました 

 

■活動報告（重点取組み内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■長浜市長へ報告 

日時：令和７年７月 1 日（火）１０：００～１０：３０     場所：長浜市役所 ４階 市長応接室 

参加者：協議会 会長：松本正志（CIL だんない） 副会長：美濃部裕道（CIL だんない） 

事務局メンバー：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、宮川和彦（湖北基幹相談支援センターふら

っと）、ライフステージ専門性部会長 ：川嵜誠一（湖北相談処すだち）、地域生活塾プロジェクト座長：野寺（湖
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北相談処すだち）、事務局：喜田知之/岸田美紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■米原市長へ報告 

日時：令和７年７月１日（火）１５：３０～１6：００     場所：米原市役所 ４階 市長応接室 

参加者：協議会 会長：松本正志（CIL だんない）、副会長：美濃部裕道（CIL だんない）、 

事務局メンバー：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、宮川和彦（湖北基幹相談支援センターふらっ

と）、ライフステージ専門性部会長：川嵜誠一（湖北相談処すだち）、地域生活塾プロジェクト座長：野寺（湖北相

↑長浜市長へ協議会の取組みを報告している様子 
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談処すだち）、事務局：喜田知之/岸田美紀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．かわら版の発行 

 協議会の活動を積極的に発信するため、機関紙かわら版を年２回発行し、構成団体等へ送付しました 

 

↑米原市長に協議会の取組みを報告している様子告

されている様子 

協議会会長から米原市長へ報告されている様子 
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＜かわら版 VOL.７＞（R７.７月発行） 
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＜かわら版 VOL.８＞（R８.２月発行） 
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Ⅲ 令和７年度プロジェクト会議活動報告 

（別添書類②令和７年度長浜米原しょうがい者自立支援協議会部会報告書参照） 

1 就労選択支援サービスプロジェクト会議 

 ■活動の目的 

  本プロジェクト会議は、令和７年１０月から運用が開始された新たな障害福祉サービス「就労選

択支援サービス」の圏域内での適切な運用に向けての枠組みを構築するため、令和６年度からプロ

ジェクトとして協議・検討を行いました。大切にしたことは、第一に当事者の方に有効に活用され

るものを作っていくことであると同時に、様々な視点から検討し、支援者が無理なく運用できるも

のということです。 

今回のプロジェクト会議を通じ、福祉と就労、圏域を越えて連携・協力が気軽にできる、そのき

っかけとなることの期待も込めています。 

  

 ■参画事業所等 

座長：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、副座長：阿藤誠介（はたらき・くらし応援センターこほく） 

参画：（はたらき・くらし応援センターこほく/ワークスさぼてん/スマイルカレッジ/あっぷでーと

/就労ネットワーク滋賀/地域若者サポートステーション/長浜養護学校/ハローワーク長浜/障害者

支援センターそら/ 相談支援事業所ピットイン/障がい者相談支援センターほたる/長浜市議会/長浜

市しょうがい福祉課/米原市障がい福祉課/湖北基幹相談支援センターふらっと） 

オブザーバー：滋賀県障害福祉課 

 

■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 4 月 10 日   15：15～17：20 長浜まちづくりセンター１C 会議室 29 

第 2 回 5 月 8 日     15：15～16：50 長浜まちづくりセンター１C 会議室 17 

きいろチーム 6 月 12 日   13：00～15：15 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 10 

第 3 回 6 月 12 日   15：15～16：50 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 20 

第 4 回 7 月 10 日   15：15～16：50 長浜まちづくりセンター１C 会議室 18 

きいろチーム 7 月 24 日   11：00～12：00 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 10 

第 5 回 8 月 7 日     15：00～16：35 長浜まちづくりセンター１C 会議室 16 

第 6 回 9 月 7 日     15：15～16：55 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 19 

第 7 回 10 月 9 日   15：15～16：50 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 21 

第 8 回 11 月 13 日 15：15～16：50 長浜まちづくりセンター１C 会議室 16 

第 9 回 12 月 11 日 15：15～16：50 長浜まちづくりセンター１C 会議室 14 

第 10 回 1 月 8 日     15：15～16：50 長浜市役所多目的ルーム１ 17 

第 11 回 2 月 12 日   15：15～17：10 長浜まちづくりセンター１C 会議室 14 

第 12 回 3 月 12 日   15：15～16：45 長浜まちづくりセンター1C 会議室 14 
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■今年度の取組み 

今年度は、主に「きいろグループ（評価ツール検討）」と「みどりグループ（運用フロー検討）」の 2

班体制で具体的な検討を進めました 

・共通アセスメントの検討（きいろグループ）: 手先の巧緻性や指示理解を測るため共通作業課題（ビ

ス・ボルト・ワッシャーの組立て）を選定し、評価基準や教示方法の標準化を行いました 

・運用ルールと手引きの作成（みどりグループ）: 相談受付からサービス担当者会議に至る標準的なプ

ロセスを「手引き」としてまとめました。特に「やむを得ないセルフプラン」の方に対し、行政や拠

点コーディネーターの客観性を担保しサポート体制の構築に注力しました 

・就労選択支援サービスの指定等にかかる評価会議の実施: 圏域内の３事業所を対象とした評価会議を

開催し事業所の運営方針や活動内容を評価するため会議の仕組みを構築しました 

・モデル事業や研修会への協力: 県が実施する厚生労働省のモデル事業の協力や就労選択支援の本質を

理解するための研修会での登壇等、協力を行います 

 

■現在の到達点や成果 

・ 「就労選択支援サービス手引き」の作成: 制度概要、湖北圏域独自の考え方、各種様式（インテークシ

ート、協同報告書等）を含む手引きを作成しました 

・共通アセスメントキットの作成: 共通アセスメントキットを用いたトライアル（試行）を実施し、基

準タイムの測定や教示内容の共通化を図りました 

・多機関連携の強化: 行政、ハローワーク、はたらき暮らし応援センター、養護学校等の関係機関と定

期的な協議を重ねたことで、新制度に対する共通理解と顔の見える関係性が構築されました 

・地域の評価体制の確立: 協議会における評価会議の実施要領（開催時期や構成メンバー等）を整理し、

新規事業所の参入に対応できる体制の構築を図りました 

 

■今後の方向性や次年度予定 

・フォローアップ体制の具体化: 就労後のステップアップや、福祉的就労後の意向を地域で継続的に支

える仕組みを強化していきます 

・就労選択支援サービスの本格運用: 手引きを最終化し、圏域での本格運用を図ります 

・養護学校との連携運用: 学校在籍中の生徒の利用について、実習前後の振り返り会議などに外部機関

が関わる具体的な運用を実施・検証していきます 

・地域課題の継続議論:やむを得ないセルフプランの方の支援について協議会の場で検討します 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑圏域で制度の理解を深めるための研修会開催の様子 ↑ 就労選択支援サービスの指定に係る評価会議（プレ会議）の様子 
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↑ 国作成の実施マニュアルに就労プロの取組みが掲載 

ココに掲載されました！ 

↑全県対象の研修会にて就労プロの取組みを報告 
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2 「誰もが住みやすいまちづくり」活性化プロジェクト（仮称）準備室 

  ■活動の目的 

本準備室は、地域に住んでいるしょうがい当事者の方の社会参加や市民との交流の機会を増やすこと、およ

びしょうがい福祉に関する啓発活動を目的としています。 

■開催方法 

・イベント毎に協議会構成団体に周知し、参加事業所等を募ってイベントに参画しました。まちなかマルシェ「い

ろどりの庭」においては、イベント主催団体と協力して、企画・運営を行いました 

■参画事業所等 

世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、 

参画：ＣＩＬだんない/Ｏｈａｎａ/サンサン/フォー・ユー/ワークスさぼてん/ひかり園/ほおずき作業所/つつじ作

業所/権利擁護虐待防止班 

  ■活動実績 

イベント 日時 場所 参加数（事業所） 

長浜曳山祭り ４月１５日８：00～16：30 長浜八幡宮境内一角 4 

わた SHIGA 輝く国スポ １０月４日 9：00～16：00 長浜城テニスガーデン ３、権利擁護虐待防止班 

ながはま健康フェスティバル １１月２日 10：00～16：00 長浜バイオ大学 ３ 

まちなかマルシェ「いろどりの庭」 １１月１５日 10：30～15：30 曳山博物館広場一帯 8 

環境にやさしい日フェア 3 月７日 10：00～14：00 びわ文化学習センタ

ー（リュートプラザ） 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑長浜曳山祭り出店の様子 ↑国スポ出店の様子 

↑健康フェスティバル出店の様子 ↑環境にやさしい日フェア出店の様子 
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Ⅳ 令和７年度専門部会活動報告 

1 生活の充実部会 

 ■活動の目的 

 本部会は、部会のテーマ【豊かな暮らし】を実現するために、「ステップアップ推進班」「当事者サ

ポーター推進班」「地域移行推進班」の３つの作業班それぞれの切り口から協議をおこない、作業班

の活動状況の共有と協議事項の整理することを目的としています。 

 

 ■参画事業所 

  部会長：西山和秀（湖北タウンホーム） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

  参 画：（ステップアップ推進班/当事者サポーター推進班/地域移行推進班の座長、副座長等） 

 

■活動実績 

回 日時 場所 参加（人） 

第 1 回 5 月 12 日   10：00～11：30 長浜まちづくりセンター１B 会議室 6 

↑まちなかマルシェ「いろどりの庭」出店の様子 

↑ながはま健康フェスティバル出店の様子 ↑環境にやさしい日フェアの様子 

↑開会式で美濃部副会長が挨拶されている様子 

イベント協力団体としてチラシに掲載 
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第 2 回 11 月 26 日 10：10～11：15 長浜まちづくりセンター２C 会議室 8 

第 3 回 2 月 20 日   13：30～14：45 長浜まちづくりセンター１C 会議室 6 

※コア会議：コアメンバー（部会長/座長）で会議内容等について打合せ 

■活動内容 

各作業班座長より報告後、質疑応答を通じて、活動内容についての理解を深め、部としての方向性 

等を確認しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）ステップアップ推進班 

■活動の目的 

本班は、障害のある方が「働きたい場所で働く」ことを応援することを目的としています。具体的には、就労継

続支援 B 型から A 型、一般就労への「ステップアップ」を推進する役割を担っています。ステップアップが停滞

している現状に対し、当事者・事業所・環境などの要因を検討し、事例共有を通じて解決策を探ることを重視し

ています。また、当事者に原因を求めるのではなく、環境調整を重視する「社会モデル」の視点を活動の基盤と

しています 

 

■参画事業所等 

  座長：佐久間勇樹（スマイルカレッジ） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co） 

参画：（ワークスさぼてん/フォーユー/障がい者相談支援センターほたる/ピットイン/あっぷでー

と/スマイルカレッジ/ダブル/長浜みなみ共同作業所/はたらき・くらし応援センターこほく/障害

者支援センターそら/つどい/ひかり園・輝湖里/ワークスさかた/リアファル/友愛ハウス/Link/長

浜ワークスタジオカナエル/湖北基幹相談支援センターふらっと/ハローワーク長浜/長浜市しょう

↑生活の充実部会コア会議の様子 
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がい福祉課） 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 5 月 8 日     13：15～14：40 長浜まちづくりセンター１C 会議室 20 

第 2 回 7 月 10 日   13：15～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 18 

第 3 回 9 月 11 日   13：15～14：50 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 18 

第 4 回 11 月 13 日 13：15～14：40 長浜まちづくりセンター１C 会議室 22 

第 5 回 1 月 8 日     13：15～14：50 長浜市役所多目的ルーム１ 15 

第 6 回 ３月１２日    13：15～14：50 長浜まちづくりセンター１C 会議室 18 

※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

■今年度の取組み 

・事例検討（ピカジップ法※の活用）： 働く環境や支援のあり方を多角的に検討しました 

・企業見学の参加： １０月２４日企業見学に参加しました。支援者だけでなく当事者も参加し、実際の職場環境を

肌で感じる機会となりました 

・関係機関との連携強化： ハローワークの担当者から湖北圏域の現状について説明を受け、情報共有や連携の

重要性を再確認しました 

・新制度への対応と勉強会： 2025 年 10 月から開始される「就労選択支援サービス」に向け、制度の理解を深

めるための意見交換や、「アセスメント」についての勉強会を実施しました 

・事業所間のノウハウ共有： 新規開設された事業所の紹介や、各事業所のステップアップ支援の取り組みについ

て情報交換を行いました 

 

 

 

 

 

■現在の到達点や成果 

・ステップアップ事例の共有： B 型事業所から一般就労へ移行し、フルタイム勤務を継続している事例が報告され、

多職種連携と適切なアセスメントが成功の鍵であることを共有しました 

・当事者の意識変容： 企業見学を通じて、「自分にもできる仕事がある」と就労へのモチベーション向上や、自身

の得意・不得意を客観的に判断する等の効果があることを再認識しました 

・アセスメントスキルの向上： 単なる情報収集ではなく、当事者の思い（主観的事実）と客観的事実の両面を捉え

るアセスメントの本質について共通認識を持ち、「根拠に基づいた支援」の重要性を共有しました 

・生活基盤の重要性：事例検討を通じ、安定した就職活動には生活基盤や精神的な安定が不可欠であり、家族

関係や経済面等、総合的な視点での支援が必要だと学びました 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・地域全体のアセスメント能力向上： 就労選択支援サービスの本格始動に伴い、本推進班が中心となって地域全

※ピカジップ法とは…事例提供者の提出した簡単な事例資料をもとに、ファシリテーターと参加者が協力して参加者の力を最大限に引き出

し、その経験と知恵から事例提供者に役立つ新しい取組みの方向性や具体的なヒントを見出していくプロセスを学ぶグループ体験のこと   

（村山正治・中田行重「新しい事例検討法 PCAGIP 入門パーソン・センタード・アプローチの視点から」抜粋）   
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体の支援の質を高める役割を継続します 

・「就労選択支援サービス」における圏域の課題や対応について、今年度で終結する就労選択支援サービスプロ

ジェクトから引き継ぎ、多機関で協働する会議の開催や圏域の運用の仕組みをよりよいものにしていくための

中心的役割を担います 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）当事者サポーター推進班 

■活動の目的 

本班は、障害当事者によるピアカウンセリング（以下、ピアカン※）の学習と推進を活動の軸としています。当

事者同士の対等な関係性に基づき、自己肯定感の向上や意欲を引き出す（エンパワメント）、および自己決定

を支援することを目的としています。また、支援者が無意識に行うパターナリズム（保護主義）に気づき、当事者

↑↓ピカジップ法を用いて事例検討している様子（写真はぼかしています） 
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の主体性を尊重する「意思決定支援」のあり方を検討することも重要な目的の一つです 

 

 

  

 

 

 

 

 

■参画事業所等 

座長：饗庭大聖（米原市障がい福祉課）副座長：坂下聡子（長浜市しょうがい福祉課） 

世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

参画：（CILだんない/障がい者相談支援センターほたる/相談支援事業所ピットイン/ふくらの森/ひ

だまり/湖北基幹相談支援センターふらっと/米原市障がい福祉課/長浜市しょうがい福祉課） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 4 月 23 日   13：30～14：50 長浜まちづくりセンター１C 会議室 7 

第 2 回 6 月 25 日   13：30～14：45 長浜まちづくりセンター１C 会議室 11 

第 3 回 8 月 27 日   14：00～15：30 長浜まちづくりセンター１C 会議室 12 

第 4 回 10 月 22 日 13：30～14：40 長浜まちづくりセンター２AB 会議室 12 

第 5 回 2 月 25 日   13：30～14：30 長浜まちづくりセンター１C 会議室 10 

※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

■今年度の取組み 

・ ピアカウンセリングの定義と理解: JIL（自立生活センター）が提唱するスタイルを中心に、精神的サポートや自

立のための情報提供、対等な関係性、傾聴、否定・批判をしないといったピアカンの基本姿勢について学習を

深めました 

・ 滋賀県ピアサポーター養成研修に関する学習: 令和 2 年度から制度化された県「ピアサポーター養成研修」

の経緯や障害福祉サービス報酬（ピアサポート体制加算）との関連について学びました。また、実際に講師を務

めた委員から研修の実施報告についても共有しました 

・ 多班合同研修の企画: 地域移行推進班、権利擁護虐待防止班と合同で、支援現場での過剰な手助けが当事

者の主体性を阻害する課題を考える「パターナリズム研修」を企画しました 

・ 地域との連携: 当事者主体の自治会活動を行う事業所と連携に向けた協議を行いました 

 

■現在の到達点や成果 

・ 概念の整理と共通認識の形成: 「雇用を前提とし、職業倫理や役割葛藤も伴うピアサポート」と、「雇用を前提

とせず、対等な関係での深い共感に重きを置くピアカン」の違いを本班として整理し、班としての理解を深める

ことができました 

・ 支援のあり方への気づき: ピアカンの視点を学ぶことで、「支援者が決めるのではなく、当事者自らが決める過

※ピアカンとは…ピアカウンセリングを省略したもの。ピアカウンセリングとは、1970 年代初めアメリカで始まった自立生活運動の中でスタ

ートした。しょうがいをもつ当事者自身が自己決定権や自己選択権を育てあい、支え合って、隔離することなく、平等に社会参加していくこと

を目指す。ピア・カウンセリングとは、自立生活運動における仲間（ピア）への基本姿勢のようなもので、お互いに平等な立場で話を聞き合 

い、きめ細かなサポートによって、地域での自立生活を実現する手助けをすること（全国自立生活センター協議会ホームページより抜粋）   
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程に意味がある」という支援者側の姿勢を見直す機会となりました 

・ 新しい参加形式の可能性: 分身ロボット「OriHime（おりひめ）」を活用することで、遠隔からでも円滑にコミュ

ニケーションが図れることを学び、重度障害のある方の社会参加の機会拡大の可能性について共有しました 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・実践的な見学と活動内容の検討: 今後は事業所を見学し、当事者と職員の関係性を肌で感じた上で、

ピアカン要素を取り入れた具体的な活動内容について検討します 

・ピアサポーターが活躍できる仕組みづくり: 県内の報酬加算算定実績がゼロである現状を踏まえ、資

格取得者が孤立せず、実際に活躍できる場の創出等、引き続き検討していきます 

・当事者の周知・啓発:当事者のピアカンの意義に対する理解を広げるため、実際に活動している当事者

の話を聞く機会を設けるとともに、支援者側の理解促進にも継続して取り組みます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑班員の CIL だんない美濃部氏より「ピアカウンセリング」について講演いただきました（資料抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑県障害福祉課担当者を講師に「県ピアサポーター養成研修」の学習会を実施しました（資料抜粋） 

今年度は、今後班活動していくにあたっての基盤となる、取組みの定義や既存の制度について班の中

で共有する必要性が高まり、学習会の開催や講演いただく機会を多くもちました。 

 



22 

 

（３）地域移行推進班 

■活動の目的 

本班は、当事者が望む「その人らしい生活（住まいや暮らし方）」を自らの意思で選択し、実現する

ことを目的としています。支援者は「できる／できない」だけでなく、「どうすればできるか」という

視点に立ち、当事者の権利を尊重しながら体制を整えることが重要です。また、圏域における「地域移

行」の共通認識を形成し、議論の方向性を合わせることも目的の一つです 

 

■参画事業所等 

座長：山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

参画：（CIL だんない/相談支援事業所ピットイン/障害者支援センターそら/湖北タウンホーム/湖北健

康福祉事務所/あそしあ/湖北まこも/ソーシャルインクルー長浜大寺町/ソーシャルインクルー長浜高

月 /長浜市しょうがい福祉課/米原市障がい福祉課/湖北基幹相談支援センターふらっと） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参 加 数

（人） 

第 1 回 6 月 17 日   13：30～15：10 南郷里まちづくりセンター 11 

第 2 回 8 月 19 日   13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター 14 

第 3 回 10 月 21 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター 12 

第 4 回 2 月 17 日   13：30～14：45 南郷里まちづくりセンター 10 

 

■今年度の取組み 

・過去の活動の振り返り： 昨年度は入所施設やグループホーム（以下、GH）を見学し、生活実態の学

習や課題の議論を行いました。その中で、入所施設から地域へ移行する際の金銭的課題（年金のみで

は生活が困難な現状）が浮き彫りとなりました 

・金銭的施策に関する提言書の作成： 地域移行の大きな障壁である金銭的問題を解決するため、自治体

独自の家賃補助や初期費用（敷金・礼金等）の助成について協議・検討しました 

・地域生活支援拠点等との連携： 今年度配置された「拠点コーディネーター」を中心に、個別のケース

支援を通じて不足している社会資源の創出やチームで地域移行を推進する体制づくりについて検討し

ました 

・意思決定支援と研修の実施： 支援者がリスク回避のために施設生活を勧めがちな現状の「パターナリ

ズム研修」を通じ、当事者の意思決定を尊重する支援のあり方を学びました 

 

■現在の到達点や成果 

・地域移行の定義の共有： 圏域における地域移行の範囲について共通認識が形成しました 

・提言作成：提言書の実効性を高めるため、具体的な数値的根拠（ニーズ調査）や成功事例の活用、具

体的な金額目標についても提言書内容の具体化（家賃補助の増額など）の提示が必要であるという方

向性が整理されました 
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・課題の可視化： ケース検討（GH からの一人暮らし等）を通じて、「体験の場」の不足や、市営住宅の

バリアフリー化の遅れ・空き不足といった地域の住宅事情の課題が明確化しました 

・外部組織との連携強化： 居住支援法人や居住支援協議会との連携の必要性を確認したほか、民間団体

との連携イベントを通じて住まいの確保に向けた協力体制を築き始めています 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・提言書を通じて行政への働きかけ： 今後も具体的な制度創設について両市へ働きかけます 

・ 「動機づけ支援」の重視： 当事者が地域生活に希望を持てるよう「動機づけ支援」や、支援者自身の

意識改革に重点を置いた活動を継続します 

・体験の場の確保に向けた検討： 短期的な体験利用ができるよう、GH や民間資源の活用など、具体的

な「体験の場」の確保策を検討します 

・視察研修の実施：今後も施設等の見学などを行い、さらなる実態把握を進めていく予定です 

 

・ 虐待防止研修会 

 （地域移行推進班・当事者サポーター推進班・権利擁護虐待防止班 

  および湖北基幹相談支援センターふらっととの共同開催） 

日時：令和７年１２月１０日（水）１３：３０～15：30 

場所：長浜まちづくりセンター多目的ホール 

テーマ：虐待防止研修～やさしさの中に潜むパターナリズム～ 

講師：特定非営利活動法人日常生活支援ネットワーク理事 

     椎名保友氏 

参加者：６５名 

参加者からは「利用者のことを本当に考え、ご本人の立場に立って 

  行動しているか。利用者さんはどう思っているのか。利用者さん一人 

  一人について考えていきたいと思います」等の感想が寄せられました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑当日の研修会の様子 
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2 ライフステージ専門性部会 

■活動の目的 

部会のテーマ【人・制度つくり】を実現するために、「学齢期班」「専門的人材班」「成人高齢班」

の３つの作業班それぞれの切り口から協議をおこない、作業班の活動状況の共有と協議事項の整理を

目的としています。 

 

 ■参画事業所 

  部会長：川嵜誠一（湖北相談処すだち） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

  参画：（学齢期班/専門的人材班発達グループ/専門的人材班セラピストグループ/成人高齢班のメンバー） 

 

 ■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 ５月 2 日    10：00～11：30 長浜まちづくりセンター１C 会議室 7 

第 2 回 １１月 25 日 10：30～11：55 長浜まちづくりセンター３A 会議室 9 

第 3 回 2 月 27 日  10：30～12：00 長浜まちづくりセンター３A 会議室 7 

現地視察研修 １２月２日    13：00～15：00 大津市多機能型地域生活支援拠点

「G-square」視察研修 

10 

視察振り返り １月９日 長浜まちづくりセンター３A 会議室 3 

１月１４日 長浜まちづくりセンター１C 会議室 7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ライフステージ専門性部会コア会議の様子 
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■活動実績（定例会議以外の活動） 

①現地視察研修について 

【目的】今後の取り組みや協議に活かすため、先進的な取組みや専門的な知識を学ぶ機会として、視察

研修を実施しました。 

【視察日時】令和７年１２月２日（火）13：00～15：00 

【視察先】大津市多機能型地域生活支援拠点 G-square
ス ク エ ア

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑視察研修実施要項 

↑視察研修参加者からのレポートまとめ（抜粋） 

大津市多機能型地域生活支援拠点 G-square 

（しが夢翔会ホームページより）→ 
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（1）学齢期班 

■活動目的 

本班は、発達に課題のある子どもとその家族に対し、乳幼児期から高校卒業、さらには成人期への

移行までを見据えた「切れ目のない支援体制」の構築を目的としています。活動の柱として、支援者

が子どもの視点や思いを理解し代弁する「子どものアドボカシー（権利擁護）」の視点を重視し、地

域全体の支援体制の質の向上を目指しています 

 

■参画事業所等 

座長：川嵜誠一（湖北相談処すだち） 

世話役：山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

参画：（CIL だんない/長浜市教育センター/長浜養護学校/長浜市発達支援室/長浜市健康推進課/米原

市発達支援センター/長浜市相談支援事業所/ こども療育センターいちご園/米原市児童発達支援セン

ターてらす/ふくしあ/湖北地域障害者生活支援センター「あ～と」/スポーツひろばアクト NEXT/放

デイアオ/あっぷでーと/湖北基幹相談支援センターふらっと/長浜市しょうがい福祉課/滋賀県発達障

害者支援センター） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 参加数（人） 

第 1 回 6 月 10 日   10：00～11：40 長浜市民交流センター 19 

第 2 回 7 月 16 日   13：30～15：00 神照まちづくりセンター 17 

第 3 回 9 月 16 日   10：00～11：30 神照まちづくりセンター 15 

第 4 回 11 月 11 日 10：00～11：30 南郷里まちづくりセンター 17 

第 5 回 1 月 13 日   10：00～11：30 南郷里まちづくりセンター 17 

 ※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

■今年度の取組み 

今までの活動から、「相談窓口の不明確さ」「関係機関の縦割りによる支援の途切れ」「保護者の孤 

立」といった地域課題が抽出され、今年度は以下の取り組みを重点的に実施しました。 

・ 地域連携推進マネジャー制度の検討： 厚生労働省の専門官を招いた勉強会等を開催し、教育・福

祉・家庭を繋ぐコーディネート機能を持つ「地域連携推進マネジャー」の必要性や、地域に即した

配置・役割について議論を重ねました 

・ 家族支援策（ペアレントメンター等）の学習： 滋賀県発達障害者支援センターより、親同士が支え

合う「ペアレントメンター」の役割や、ペアレント・トレーニングによる家族のスキル向上支援に

ついて学び、地域での運用体制を検討しました 

・ 関係機関との連携強化： 両市の健康推進課等と連携し、乳幼児健診から学齢期へのスムーズな移行

についての情報交換、先進地事例を参考に、圏域での活用可能性を協議しました 

 

■現在の到達点や成果 

・ 課題の「見える化」と共有： 相談支援専門員の不足により、長浜市では児童の 40％以上が「やむ
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を得ないセルフプラン」であるといった具体的な現状を共有しました 

・ 専門職間のネットワーク構築： 教育、福祉、行政の担当者が「顔を合わせる」場を継続することで、

立場の違いを超えた「共通言語」を持つ重要性を再認識しました 

・ 新制度導入への合意形成： 地域連携推進マネジャーやペアレントメンターが、既存の支援の「隙間」

を埋める役割として有効であるとの認識が班内で一致しました 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・ 支援体制のさらなる「見える化」： 両市の児童発達支援センター等の担当者を招き、具体的な業務

内容を突き合わせることで、支援の隙間についてディスカッションを実施していきます 

・ マネジメント機能の導入検討： 視察等を通して地域連携推進マネジャーの機能導入にあたっての既

存資源の組み替えや予算確保等について学び、具体的に取組みを推進します 

・ 組織の再編と名称変更の検討： 「学齢期」という枠に捉われず、乳幼児から卒業後までの実態に即

した検討を行うため、「こども班（仮）」へ名称変更します 

・ アドボカシーの推進： 支援の中心に常に「こども本人の意思」を置くマインドセット（考え方）を、

地域の共通認識として定着させるための活動を継続します 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑家庭と教育と福祉とをつなぐ「地域連携推進マネジャー」について、厚生労働省社会・援護局障害

福祉部 発達障害対策専門官による学習会をオンライン（ZOOM）にて実施。講師資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ↑「地域連携推進マネジャー」について      ↑県家族支援事業について、県発達障害者支援 

グループで意見交換（グループメモ抜粋）      センターより講演いただく（講師資料抜粋） 
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（2）専門的人材班 

本班は、圏域における専門的人材の育成・活用促進、支援の質の向上を目的として活動していま

す。2 つのグループに分かれて活動を実施しました。 

 

 ①専門的人材班発達G（グループ） 

  ■活動の目的 

本班は、支援者が頼りたい支援者の育成を主な目的としています。そのための土台として重要な「チーム

支援」のあり方を見直し、各事業所における支援体制の強化を図ることを目指しています。また、事業所間で

の意見交換を通じて、現場が抱える課題を共有し、解決に向けた具体的なアクションにつなげることを目的と

しています 

 

■参画事業所等 

GL（グループリーダー）：井下山貴（ライフまいばら） SGL（サブグループリーダー）：髙田泰

裕（いぶきやま）世話役：山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

参画：（湖北相談処すだち/ゆるり/ひので/やまぶき/スイートハート/ワークスさぼてん/湖北まこ

も/いぶきやま/ほおずき作業所/ふくらの森/つつじ作業所/県発達障害者支援センター/長浜市発達

支援室/長浜市しょうがい福祉課/湖北基幹相談支援センターふらっと） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 5 月 21 日 18：00～19：30 長浜まちづくりセンター1C 会議室 17 

第 2 回 7 月 24 日 18：00～19：30 長浜まちづくりセンター１B 会議室 16 

第 3 回 9 月 25 日 18：00～19：30 南郷里まちづくりセンター会議室 14 

第 4 回 1 月 22 日 18：00～19：30 長浜まちづくりセンター1C 会議室 14 

第 5 回 3 月 26 日 18：00～18：45 南郷里まちづくりセンターA 会議室 8 

※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

■今年度の取組み 

今年度は、現場のリアルな困りごとから出発し、段階的に具体的な改善策（アクションプラン）へ

と落とし込んでいくプロセスを重視しました。 

・ 「チーム支援で困っていること」の洗い出し：KJ 法※を用いたグループワークを行い、支援に関す

る知識・経験の差や、統一した支援の難しさ、家族支援の必要性といった多岐にわたる課題を共有

しました 

・テーマの絞り込みと深掘り：意見交換を踏まえ、特に重要とされる「事業所内のチーム支援・連携」

および「人の配置・職員のスキル」の 2 点に焦点を当て、さらに議論を深めました 

・アクションプランの策定：これまでの現状分析をもとに、自事業所で「できていること・良いとこ

ろ」を再確認した上で、さらに強化したい点や新たに取り組みたい点を選定し、事業所内で実行す

るためのアクションプランを作成しました 

※KJ 法とは…川喜田二郎氏が考案した、意見を付箋等により可視化し、類似性に基づき整理・構造化する手法。（出典：『発想法』中央公論新社） 
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■現在の到達点や成果 

・ 共通認識の形成： 専門的な支援の質を向上させるためには、基本的な要素である「チーム支援」が

不可欠な土台であるという認識を、班員全体で共有することができました 

・ 自事業所へのフィードバック体制の構築： 単なる議論に留まらず、各事業所において具体的な改善

活動を開始するためのアクションプランを作成し、「現場で実行し、その結果を報告する」という

実践的なサイクルを確立しました 

・ 多様な事例の共有： 複数のグループワークを通じて、事業所ごとの成功事例や工夫、あるいは共通

する困難さが可視化され、相互に学び合える環境を整えました 

・ 先進地見学の実施： 社会福祉法人しが夢翔会「G-square」の見学を実施し、他地域の優れた取り

組みを学ぶことで、支援の視点を広げる機会を設けました 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・ アクションプランの実行と評価： 策定したプランを各事業所で実行し、班においてその成果や課題を

報告・共有することで、さらなる改善へとつなげます 

・ 次年度への継続的な取り組み： 今年度の取り組みを通じて見えてきた「チーム支援」の実践結果を

ベースに、今後も活動を継続させていく予定です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←KJ 法を用いて現場のリアル

な困りごとを洗いだしました 

↑活動の様子 
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②専門的人材セラピスト※G（グループ） 

 

 

■活動の目的 

本班は、地域の支援者等がセラピストへ相談する際のハードルを下げ、地域における連携体制を構築する

ことを主な目的としています。昨年度までの協議により、「適切な相談先が分からない」といった理由から、セ

ラピストの関わりが十分でない実態が示唆されていました。地域のセラピストが圏域の困りごとを把握し、

「医学的リハビリテーション（機能を治す）」だけでなく、「社会的リハビリテーション（生活・環境を整える）」

の視点を持って地域福祉に貢献できる仕組みづくりを目指しています。 

 

■参画事業所等 

GL（グループリーダー）：大宮佑介（アクト） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co） 

  参画： （アクト/ふくしあ/ひかり園・輝湖里/県立リハビリテーションセンター/ひだまり/湖北基

幹相談支援センターふらっと） 

 

 ■活動実績（定例会議等） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 4 月 22 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンター会議室 B 7 

第 2 回 5 月 27 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンター会議室 AB 6 

第 3 回 6 月 24 日 10：30～11：45 北郷里まちづくりセンター会議室 B 9 

第 4 回 8 月 26 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンター会議室 B 5 

第 5 回 10 月 28 日 10：30～12：00 北郷里まちづくりセンター会議室 B 7 

第 6 回 12 月 1 日 13：30～15：00 北郷里まちづくりセンター会議室 B 9 

※セラピストとは…治療や療法を行う人のこと。PT（理学療法士）、OT（作業療法士）、ST（言語療法士）等。（出典：デジタル大辞泉） 

自事業所でできている

こと、さらに強化したい点

や新たに取組みたい点を

選定、事業所内で取り組

むためのアクションプラン

シートを作成しました     

→ 
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第 7 回 1 月 26 日 10：30～12：10 オンライン（ZOOM）会議 9 

第 8 回 2 月 24 日 13：30～15：30 南郷里まちづくりセンターA 会議室 6 

研修会 ３月６日 13：30～15：30 長浜まちづくりセンター多目的ホール 26 

 

 ■今年度の取組み 

・ 現状把握のためのアンケート実施： 圏域の全事業所を対象に、セラピストへのニーズや関わり、現場の困

りごとを把握するためのアンケートを実施しました 

・ アンケート結果の集計・考察： アンケート結果から、児童分野では特性理解、成人分野では環境設定や身

体機能の評価に課題を感じ、セラピストに相談したいというニーズを共有しました 

・ 研修会の企画・検討： アンケートで明らかになった「相談先の不明さ」等の課題を解決するきっかけとして、

研修会開催しました。研修は、セラピストの役割や機能を具体的な事例を通して知っていただくことや、日

頃の困り事等についてグループで意見交換する内容で実施しました 

 

■現在の到達点や成果 

・ 地域ニーズの可視化： アンケートを通じて、事業所がセラピストに対して「当事者が過ごしやすい環境設

定等」への助言や指導を強く求めている実態を具体的なデータとして把握しました 

・ セラピストの役割の再定義： 椅子や机の配置変更等、細かな環境調整が当事者の安心や安定に繋が

るという視点を共有し、「社会的リハビリテーション」の重要性を明確化しました 

・ 連携体制の強化へ向けた取組み： 今後、地域のセラピストグループ「湖ほっ子リハの会」との連携に向

け、多職種で地域の課題を協議する基盤を強化しました 

・ 研修会の開催： 令和 8 年 3 月 6 日に「障害福祉サービス事業所で活かすセラピストの専門性」と題し

て研修会を開催しました 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・ 研修会の実施と実績の蓄積： 研修会で参加者の声やニーズをさらに収集しました。今後も、地域の課

題としての「根拠」や「実績」として活かしていく予定です 

・ 体制構築のための検討： セラピスト確保には費用面等の課題があるため、市による独自の予算確保や

「巡回相談事業」の実施など、圏域の体制構築に向けて協議をすすめていく予定 

・ 予防的アプローチの推進： 状態が悪化してからではなく、「転びやすくなった」等の予防的な段階でセ

ラピストが関われるような地域の仕組みづくりを目指し、継続して検討します 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑→ 「セラピストとの関わりについて」アンケート集計結果より抜粋 
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○研修会（専門的人材班セラピストグループ主催） 

 開催日時：令和８年３月６日（金）１３：３０～１５：３０ 

 場所：長浜まちづくりセンター多目的ホール 

テーマ：セラピストの専門性を活かした障害福祉サービス事業所の 

取り組み 

 話題提供者： 

①セラピストの専門性を活かした障害福祉サービス事業所の取り組み  

米原市地域包括医療福祉センターふくしあ 中瀬 弘士氏 

    ②県立リハビリテーションにおける取り組み事例 

  滋賀県立リハビリテーションセンター 山原昌氏 

 参加者：26 名 

 

  参加者からは、「色々な地域での取り組み等知ることができて良かった」、「社会的リハビリテーションと

いう考え方によって、自分たちもそこに関わって、一緒にやっていけるのだと思えた。また、この考えが広がって

いくことで地域が良い方向に進んでいけるのではないかという可能性を感じた」等の感想が寄せられました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）成人高齢班 

■活動の目的 

本班は、主に障害者の高齢化や重度化に伴う心身の変化へ適切に対応することを目的としています。

具体的には、既存の活動がマンネリ化することを打破し、支援を担う人材の育成につなげるため、複

数の事業所が連携してそれぞれの資源やノウハウを共有し合う合同レクリエーションなどの場を検討

しています。また、介護保険サービスの利用に対して抱きがちなネガティブな印象を払拭し、「本人

の生活がより豊かになる」ための支援の在り方を、成功事例の共有などを通じて探求することを目指

しています。 

 

■参画事業所等 

座長：氏原優（ほおずき作業所）/副座長：曽我英男（ふくらの森） 

世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co） 

↑研修会の様子 
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参画：（湖北相談処すだち/相談支援事業所ピットイン/障害者支援センターそら/相談支援事業所か

なで/友愛ハウス/ひかり園・輝湖里/あそしあ/長浜市しょうがい福祉課/湖北基幹相談支援センタ

ーふらっと） 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 6 月 5 日     10：00～11：30 南郷里まちづくりセンター 13 

第 2 回 8 月 8 日     10：30～11：40 南郷里まちづくりセンター 10 

第 3 回 10 月 7 日   10：30～11：45 神照まちづくりセンター 12 

第 4 回 12 月 12 日 10：30～12：00 長浜まちづくりセンター 9 

第 5 回 2 月 13 日   10：30～11：30 長浜まちづくりセンター1C 会議室 11 

 ※すべての会議の開催前にコアメンバーで運営会議を実施 

 

■今年度の取組み 

・ 事業所の実態把握と方向性の検討： 年度当初に制度の違いの理解やアドボカシーの重要性、受け皿となる 

事業所の人的・環境的整備の必要性を確認しました 

・ 合同レクリエーションに向けた資源調査： 各事業所が持つ特技（アロマ、ヨガ等）や地域のボランティア資源 

を出し合い、具体的な内容（ハンドマッサージ、楽器演奏等）を共有しました 

・ 介護保険移行事例の検討： 実際の移行事例に基づき、キーパーソンの存在、サービス調整のプロセス、経済 

的負担の変化、本人の生活の質（QOL）の向上といった多角的な視点からケーススタディ（事例研究）を実 

施しました 

 

■現在の到達点や成果 

・ レクリエーション活動のスキルの体験と有効性の確認： 班員自らがアロマハンドマッサージの体験会を実施 

し、リラクゼーション効果や現場での活用可能性を確認しました 

・ ポジティブな事例の共有： 介護保険サービスの利用により、毎日入浴が可能になり清潔が保持された事例 

や、デイサービスの利用時間が延びて他者交流が増えた事例を共有し、介護保険サービスの利用に対する 

否定的な印象を払拭する契機となりました 

・ 多職種・多機関による多角的な分析： 相談支援専門員や市、各事業所職員が参加し、制度の狭間で困難を 

抱えるケースや、新高額障害福祉サービス等給付費の活用による経済的課題の解決など、実践的な学びを 

深めることができました 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・ 先進地視察研修の実施：高齢者と障害者を一体的に支援する「富山型デイサービス」の先進的な取組みに 

ついて視察を具体化し、地域の受け皿整備のヒントを得ます 

・ インクルーシブな地域づくりの推進：地域における現地体験等を通じ、地域の中での高齢障害者の居場所づ 

くりについて具体的に検討を進めます 

・ 介護保険事業所との相互理解の促進：パネルディスカッションなどの場に介護保険側の職員を積極的に招 
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き、障害・介護双方が制度の垣根を越えて意見交換できる場を構築します 

・ 制度の柔軟な運用と情報発信：柔軟な制度運用を模索し、好事例を地域全体へ発信します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 社会資源環境部会 

■活動の目的 

部会のテーマ【まちづくり】を実現するために、「住む」「暮らす」なかで不安を抱える人たちが安

心して生活できるように地域啓発や地域とともに活動しています。そのためにも「権利擁護虐待防止

班」「重介護医療ケア検討班」「あるべき姿検討班」の３つの作業班それぞれの切り口から協議をおこ

ない、作業班の活動状況の共有と協議事項の整理を行っています。 

 

■参画事業所 

  部会長：河井孝典（重症心身障害者通所施設えがお） 

  世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co）、山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

  参 画：（権利擁護虐待防止班/重介護医療ケア検討班/あるべき姿検討班のメンバー） 

 

↑アロママッサージを班員が体験している様子 

↑介護保険への移行に関する事例共有及び検討の様子  （写真はぼかしています） 
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■活動実績 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 5 月 2 日   15：30～17：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 6 

第 2 回 8 月 26 日 15：30～16：45 長浜まちづくりセンター３A 会議室 5 

第 3 回 2 月 20 日 10：00～11：15 長浜まちづくりセンター３A 会議室 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）権利擁護虐待防止班 

■活動の目的 

  本班は、湖北圏域における障害者の権利擁護および虐待防止の推進を目的として活動しています。 

具体的には、支援者が自らの関わりを振り返るためのツールの整備、事業所間の相互理解と支援の 

質の向上、そして地域住民への普及啓発を通じて、障害者が安心して暮らせるまちづくりの実現を 

目指しています 

 

■参画事業所等 

座長：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co） 

参画：（ひかり園・輝湖里/ひかり福祉会 GH/えがお/あそしあ/湖北基幹相談支援センターふらっと

/CILだんない/ひだまり/長浜市民生委員児童員協議会/米原市権利擁護センター/長浜市権利擁護セ

ンター/長浜市しょうがい福祉課/米原市障がい福祉課/長浜市議会議員） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 4 月 24 日   13：30～15：00 長浜まちづくりセンター３A 会議室 12 

第 2 回 5 月 22 日   13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 13 

第 3 回 6 月 26 日   13：30～14：40 南郷里まちづくりセンター 13 

第 4 回 7 月 24 日   13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 12 

←社会資源環境部会 

コア会議の様子 
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第 5 回 8 月 28 日   13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 10 

第 6 回 9 月 25 日   13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 9 

第 7 回 10 月 23 日 13：30～14：45 長浜まちづくりセンター１C 会議室 12 

第 8 回 11 月 21 日 13：20～15：00 ひかり園・輝湖里（事業所訪問） 9 

第 9 回 12 月 25 日 13：30～15：00 南郷里まちづくりセンター会議室 A 10 

第 10 回 2 月 26 日  13：20～15：00 えがお（事業所訪問） 9 

第 11 回 3 月 26 日  13：20～15：01 南郷里まちづくりセンター会議室 A 7 

 

■今年度の取組み 

・ 湖北版自己チェックシートの作成と試行・修正: 昨年度から継続して協議してきた「自己チェックシート」のブラ

ッシュアップを行いました。班員が所属する事業所でモデル実施を行い、現場の職員等の意見を反映させて、よ

り具体的で使いやすいものへと修正を重ねました 

・ 事業所訪問の実施: 支援者が自ら振り返るツールの作成だけでなく、より直接的に支援現場を学び合う「事業

所訪問」へと活動を発展させました 

・ 普及啓発活動（ソーシャルアクション）: 10 月に開催された「国スポ」のイベントに参加し、権利擁護に関するチ

ラシやパンフレットの配布等を通じて、広域的な啓発活動を実施しました 

・ 虐待防止研修会の開催: 地域移行推進班・当事者サポーター推進班・基幹相談支援センターと共同で、「パタ

ーナリズム（良かれと思って本人の意思を制限してしまう関わり）」をメインテーマに支援者向けの研修会を企

画・開催しました 

 

■現在の到達点や成果 

・ 「湖北版自己チェックシート」の完成: 現場での試行を通じて、「できている／できていない」の二択ではなく、振

り返りを促す選択肢の設定や、肯定的な表現への修正を行い、職員が自らの支援を客観的に見つめ直すため

の実用的なツールを整備することができました 

・ 「パターナリズム」への理解深化: 「パターナリズム」という概念について具体的な学びを得、日頃の支援を振り

返る機会と支援者の意識変革に向けた大きな一歩となりました 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・ 事業所訪問の継続とフィードバック体制の構築: 次年度も引き続き事業所訪問を実施し、見学で得た気づきを

事業所に還元し、圏域全体の支援の質を底上げするフィードバックの仕組みを検討します 

・ 湖北版自己チェックシートのさらなる活用と周知: 完成したチェックシートと手引書を、いかに圏域内の各事業

所で活用してもらうかが今後の課題であり、継続して検討します 

・ 研修会の企画・開催や情報収集: 研修会の企画・開催や、県条例（障害者差別のない共生社会づくり条例）の

改正動向など、外部の最新情報を注視し、班の活動に反映させていきます 

・ 虐待報告に基づく対策の検討: 両市の虐待防止センターと情報共有の機会や、実効性のある研修、自己点検

のあり方を継続的に協議していきます 
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（2）重介護医療ケア検討班 

■活動の目的 

 本班は、特に重度のしょうがいや医療的ケアが必要な児（者）が、地域で安心して生活できる支援 

体制の構築を目的としています。今年度は「災害対策」を継続しつつ、先進地視察を通じて「食支援」 

↑活動の様子 

↑事業所訪問の様子（ひかり園・輝湖里） 

↑自己チェックシートの手引き（抜粋） ↑湖北独自の自己チェックシートを作成 

↑事業所訪問の様子（えがお） 
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や「専門医療との連携」に関する知見を深めることを活動の柱としました 

 

■参画事業所等 

座長：近藤真美（重症児者相談支援センターてくてく） 

世話役：山口毅（湖北基幹相談支援センターふらっと/拠点 Co） 

参画：（えがお/かけはし/ひかり園・輝湖里/ほおずき作業所/CIL だんない/滋賀県重症心身障害児

者・医療的ケア児等支援センターこあゆ/ふくしあ/障がい者相談支援センターほたる/大空ひだま

り/長浜市しょうがい福祉課/米原市障がい福祉課/湖北健康福祉事務所/長浜赤十字病院/市立長浜

病院/浅井東診療所/中川医院/長浜養護学校/相談支援事業所ピットイン/湖北基幹相談支援センタ

ーふらっと） 

 

■活動実績（定例会議等） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 4 月 17 日   13：30～15：05 長浜まちづくりセンター１B 会議室 15 

第 2 回 5 月 15 日   13：30～15：00 長浜まちづくりセンター１C 会議室 16 

第 3 回 7 月 17 日   13：30～14：50 長浜まちづくりセンター１B 会議室 15 

第 4 回 8 月 21 日   13：30～14：15 長浜まちづくりセンター１C 会議室 15 

第 5 回 10 月 16 日 13：30～15：10 長浜まちづくりセンター１C 会議室 18 

第 6 回 11 月 20 日 13：30～14：55 長浜まちづくりセンター１B 会議室 16 

第 7 回 12 月 18 日 13：30～15：05 長浜まちづくりセンター１B 会議室 16 

第 8 回 1 月 15 日   13：30～14：45 長浜まちづくりセンター１B 会議室 17 

第 9 回 2 月 19 日   13：30～15：05 長浜まちづくりセンター１C 会議室 13 

現地視察

研修 

６月１９～２０日 静岡（つばさ静岡、医療センター） 14 

  ZOOM 参加 2 

※地域移行推進班と当事者サポーター推進班と合同で研修会を開催。 

  テーマ：「虐待防止研修～やさしさの中に潜むパターナリズム～」   

  開催日時：令和７年１２月１０日（水） １３：３０～１５：３０ 会場：長浜まちづくりセンター多目的ホール 

講師：特定非営利活動法人日常生活支援ネットワーク理事 椎名保友氏 

 

■活動実績（定例会議以外の活動） 

①現地視察研修について 

【目的】今後の取り組みや協議に活かすため、先進的な取組みや専門的な知識を学ぶ機会として、視察

研修を実施しました。 

【視察日時】令和７年６月１９日（木）～２０日（金） 

【視察先】 

第１日程 

①社会福祉法人小羊学園 つばさ静岡（静岡県静岡市葵区城北） 
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・講義「つばさ静岡の食支援」 講師：社会福祉法人小羊学園 つばさ静岡 医務部長 淺野一恵氏 

・施設内見学・試食 

 

 

 

 

 

 

 

 

②静岡市医療的ケア児等支援協議会との意見交換・交流会 

 お互いの市の現状や協議会の取組み等を報告後、意見交換や質疑応答を通して、交流を深めました 

 

 

 

 

 

 

 

第２日程 

①独立行政法人国立病院機構静岡てんかん/神経医療センター（静岡市葵区漆山） 

 「てんかん」に関して医師や看護師、保育士それぞれの立場や役割から講義いただきました。その

後、院内見学や病院職員の方との意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

参加者からのアンケート（一部抜粋） 

・食事を通じて生活を見る視点の大切さを「つばさ静岡」で見せていただき、自身の日常業務におい

て、リハビリを施すのではなく、対者児の環境や生活を見るように心掛けていきたいと思いました。

てんかんセンターの受け入れが丁寧で気持ち良かった。また知識の学習もできよい時間だった。今

後湖北と連携がとれていければありがたいと思いました 

・第１日目は見学・試食がとても良かったです。今後の取り入れや地域でのリハの拡充に向けての必

要性が再認識できたので、取組みとして行っていければと思います。また、静岡の方達との交流会

も関係性づくりとして、とても良かったと感じます。第２日目は、改めての講義でしたが、よい学

↑現地視察研修の様子 

↑静岡市医療的ケア児等支援協議会との意見交換・交流会の様子 

↑静岡てんかん/神経医療センターでの視察研修の様子 
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びになりました。センターの有用性についても実感しました。具体的な検査（特に脳波）の体制を

見ることができて、とても重要な場と実感した。どうつながることが良いのか考えたい 

 

■今年度の取組み 

・ 個別避難計画の推進と課題抽出：長浜市・米原市における個別避難計画の策定状況を確認し、医療依存度

が高い層の把握に努めました。行政、保健所、相談支援専門員の役割分担や情報の共有不足といった課題

を協議しました 

・ 圏域独自の「避難確認表（フロー図）」の作成：地震、大雨、停電、大雪といった災害別に、本人や家族がとる

べき行動を整理した共通様式の作成に着手しました 

・ 実動訓練に向けた準備と下見：在宅の医療的ケア児（者）を対象とした避難訓練を企画し、一時避難先の下

見を実施して、施設設備や受け入れ体制を確認しました 

 

■現在の到達点や成果 

・ 「避難フロー図」のブラッシュアップ： 家族や支援者が迷わず行動できるよう、災害ごとの初期行動や連絡先

を盛り込んだフロー図の修正案について意見交換しました 

・ 自治体間の制度差異の明確化： 長浜市と米原市における外部バッテリーや発電機等の購入補助制度の違

いを整理し、関係者等への周知が必要であることを共有しました 

・ 関係機関のネットワーク強化： 保健所が持つ「災害時対応ノート」と市が作成する「個別避難計画」の連携

について現状を把握し、足並みを揃えていくことの必要性を確認しました 

・ 緊急避難先の確保： 地域の診療所が一時避難先として垂直避難や電源確保が可能であることを実地で確

認できたことは、大きな成果です 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

・ 避難訓練の実施と検証： 長浜市および米原市での訓練を実施し、見えてきた課題を個別避難計画に反映し

ていく予定です 

・ 情報伝達ツールの整理： 複数の様式（個別避難計画、災害時対応ノート等）について、どのように整理し、ど

のようなシステムが望ましいか、より実用的なしくみを検討します 

・ 福祉避難所の運用改善： 施設等への協力依頼や、家族同伴の可否、開設タイミング等の詳細なルールにつ

いて行政と連携して明確化を図ります 

・ ライフステージに応じた支援： 重度の障がい児（者）や医療的ケア児（者）のフォロー体制など、成長段階で

途切れない支援体制の構築を継続して検討します 

 

 

 

 

 

 

 

←活動の様子 
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（3）あるべき姿検討班 

■活動の目的 

本班は、湖北圏域の障害福祉サービス事業所における職員の人材確保・育成・定着に関する実態を

正確に把握することを目的としています。調査を通じて得られたデータを活用し、現場が抱える課題

の整理、具体的な支援策の検討、および行政への提言を行うことで、地域における障害福祉サービス

のあるべき姿を追求することを目指しています 

 

■参画事業所等 

座長：山瀬道範（ひかり園） 

世話役：鍵弥寿彦（相談支援事業所ピットイン/拠点 Co） 

参画：（CIL だんない/長浜市しょうがい福祉課/相談支援事業所ピットイン/湖北基幹相談支援セン

ターふらっと） 

オブザーバー：橋川健祐（金城学院大学） 

 

■活動実績（定例会議） 

回 日時 場所 
参加数

（人） 

第 1 回 10 月 7 日 15：30～16：30 長浜まちづくりセンター３A 会議室 9 

 

  ■今年度の取組み 

今年度は、実態把握のための柱となる「職員の人材確保・育成・定着に関するアンケート調査」の企画・設

計を行い、実際にアンケートを行いました。 

・ 調査設計の検討: 湖北地域の障害福祉サービス事業所（法人）約 65 ヵ所（両市直営含む）を対象とし、よ

り詳細な実態を把握するための設問内容を検討しました 

・ 実施方法の決定および実施: 複雑な表形式の回答データに対応するため、当初検討していた Google フォ

ーム等のデジタルツールではなく、紙媒体による郵送調査という手法を選択してアンケートを行いました 

 

■現在の到達点や成果 

アンケートを実施し、集計をまとめ、その結果を分析している途中の段階です 

 

■今後の方向性や次年度の予定 

今後は設計したアンケート実施・集計を行い、その結果をもとに具体的な取組みへと繋げていく予定です。 

・ 2026 年 1 月〜３月: データの集計および詳細な分析作業 

・ 次年度以降の方向性: 調査結果から明らかになった人材不足や定着率の課題に対し、活動班としてどの

ような支援策を講じるべきか、また行政に対してどのような協力体制を求めるか、より具体的なアクションプ

ランの策定について検討する予定です。 
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Ⅴ 全体会議 

１.令和７年度第１回全体会議および映画「杳
はる

かなる」上映会 

趣旨・目的 

市民一人ひとりが、障害当事者の方に対する理解を深め、地域生活支援や関係機関との連携の必要性や重

要性を考え、学ぶ機会として、ドキュメンタリー映画「杳かなる」の上映会を開催し、全体会議の中でも上映しま

した 

 日時 場所 参加者（人） 

第 1 回 （上映会） 9 月 19 日   9：45～12：00 長浜まちづくりセンター

多目的ホール 

34 

       （全体会） 9 月 19 日 13：00～16：00 長浜まちづくりセンター

多目的ホール 

45 

（１）映画「杳かなる」上映会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑上映会のチラシ 
↑上映会には、地域の民生委員・児童委員や

市民の方々に来ていただきました 
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■上映会アンケート結果 

1 ・私は主人が早く亡くなり全てにおいて頑張ってきたと思うし、今までも今も精一杯生きていると思う

し、「私はいつ死んでもいい、大丈夫。私は精一杯生きたから」と思ったり、言ったりしている。でも、今

日「杳かなる」を見て、自分を振り返った。「私はなんと、おごっていたのだろう。」と反省しました。今

日を感謝します。 

2 ・「重度障害、安楽死、生きる意見…」とても難しいテーマですが、考える良い機会になりました。岡部

さんも言っていましたが、悩んだり迷ったりすることが生きているということ。生きる意味の答えが見つ

からなくて、考えること自体に意味がある。私も常々、人は存在するだけで意味があると考えてきまし

たので、改めてそのことを思いました。 

3 ・このような病気を初めて知り、学び、目を追って字をつくる事など、なんとたくましくみなさんの力を

借りて生きておられるのかと感動しました。ほんのわずかの力で人とのコミュニケーションを保ち自分

らしく生きていこうとされるのかと学び感動しました。 

4 ・突然難病になった時そのことを自分自身が受け止めるまで本当に想像を越える心の葛藤があった

ことを強く思いました。当事者の方と介護者の方とのつながりが自然で本当にすばらしく思いました。

「生きていく」ということはやっぱり楽しくて素敵なことなのだということを改めて感じました。佐藤さん

はじめ皆さんの笑顔は本当に励みになりました。ありがとうございます。 

5 ・ALS で人工呼吸器をつけると言葉がでなくなると初めて知りました。ALS は人工呼吸器をつける

ものだと思っていました。 

6 ・考えさせられることが多くありました。ありがとうございました。 

7 ・とても感動しました。みなさん頑張っておられるんですね。 

8 ・がんばれ！！ありがとうございました。 

9 ・支障なく生活できることは恵まれたことだ。障害者の意志を代弁する支援者としてもっと根気強く、

慎重に意志をくみ取ることをもっと意識しないといけないと冒頭の「私の考えを勝手に他人に言葉に

されたくない」佐藤さんの言葉に考えさせられた。重度障害の方への介助者の少なさを当事者だけ

でなく、地域社会でどのように改善していくのか大きな課題だ。介助者として、１０数年、やりつくした

と思っていたが、まだまだやること、できることがあったと気づかされた。 

10 ・たいへんな感動ドキュメンタリーすごく胸にきました。自分のこれからのできることを考えたいです。 

11 ・生と死 生きる事を考えさせられました。正解がないけれど前を向いて生きる事のすばらしさを考え

る機会となりました。観ることができて良かったです。ありがとうございました。 

12 ・生きること、死ぬこと、簡単には言えないけれど皆さん頑張っておられるんだなぁと思いました。ALS

の人たちとあまりかかわったことがなかったが、これを期会にもっと、かかわりたいと思った。劇中に

「生きたい人がいるのに生きられない！！その人のためにも生きる」ということばに感動しました。 

13 ・今年に入り知人が ALS であることを知り、この映画会に参加させてもらった。ALS 多くの人が苦し

んでいることも知った。また介助者の存在も知ることができた。私も民生委員としてどのようにかかわ

っていくかこれから考えていきたい。 
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・迷い悩みながら前を向いて生きておられる姿がとても印象的です。あらためて街中の車いすユーザ

ーさんへの冷たさを感じました。お店なども段差が多くて…。もっと国・市・町にもきちんと整備をする

べきと訴えていくべきと思いました。 

15 ・この病気にはなりたくありませんね。人の生命を自分で考えていかねばならないのは地獄ですね。

でも頑張って生きておられて素晴らしい。この情報を初めて見て、自分が幸せを喜ばなければならな

いと思います。 

16 ・「地域移行」という言葉を初めて聞きました。ALS 患者さんとの意志を通わす難しさを強く感じまし

た。ALS 意志をサポートする介護者の方が一人でも多く増えることを強く祈ります。いい映画ありが

とうございました。 

17 ・ALS 現在進行中。これから先が心配です。あと何年かな？明るく生きられるかな。勇気をありがと

う。 

18 ・介助者も当事者、本当にそうだ。色々と気づかせてもらいました。自分の人生も見つめ直したい。新

しい体験、生きる意味、奥が深すぎます。 

19 ・バリアフリーの映画は初めて見ました。とても良かったです。ALS の治療法が早く見つかるように祈

ります。私も障害者ですし、がんもあります。生きづらい毎日ですが、力をいただきました。ありがとうご

ざいました！！ 

 

（２）第１回全体会議 

上映会での学びだけでなく、今年度の各専門部会や作業班、プロジェクト会議での活動内容を通し

て、地域の現状や課題について情報共有を行う場として開催しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑会長開会挨拶の様子 ↑新規事業所から自事業所の特色等を紹介している様子 

↑映画上映の様子 ↑拠点コーディネーターからの報告の様子 ↑副会長閉会挨拶の様子 
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2 令和７年度第２回全体会議 

障害当事者やその家族がより豊かに暮らせる地域づくりを推進するため、障害福祉に関連した湖北地 

域における実践を共有し、まちづくりの推進、業務改善の工夫、先駆的な取り組みを通じて学び合う実践

報告、および今年度、専門部会における活動班やプロジェクト会議での協議・検討内容や取り組み報告を

全体会議と位置付けて開催しました 

 

日時 場所 参加数（人） 

3 月 19 日 13：00～17：00 長浜まちづくりセンター多目的ホール 57 

 

  実践報告会 第１回 湖北地域における実践報告会～実践がひらく地域の未来～ 

     報告テーマ：まちづくりに関する取組、業務改善に関する取組、先駆的取組（新規事業・モデル事業等） 

    プログラム：１題につき、発表：1５分 インターバル：５分 

 時間 テーマ 報告者 

① 13：30～13：45 AIを活用した会議録等の作成 湖北基幹相談支援センター 喜田知之 

② 1３：５0～14：05 わだちプロジェクトの取り組み CILだんない 美濃部裕道 

③ 14：10～14：25 自閉症支援者養成2daysワークショップ 湖北相談処すだち 川嵜誠一 

④ 14：30～14：45 重度障害児者入浴支援事業 こあゆ・ 

滋賀県社会福祉協議会 

園田千鶴・

糸谷素子 
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⑤ １4：5０～１５：05 繋がる まち 湖北   ピットイン 鍵弥寿彦 

⑥ 15：10～15：25 移動型スナック みんなでつくるスナック〇 マルチスイッチ 木村寛子 

⑦ 15：30～15：45 CAT-Kitを使用した認知行動療法 湖北相談処すだち 川嵜誠一 

⑧ 15：50～16：05 外部コンサル導入（PECS）について あそしあ 笠松賢一 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

↑第２回全体会の様子 

↑新規事業所紹介 ↑→実践報告の様子 
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↑実践報告会長賞の授与の様子 ↑会長退任について ↑令和８年度新体制についての報告の様子 
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Ⅵ その他の会議 

■日中サービス支援型共同生活援助評価会議 

 ＜定期評価会議＞ 

  ・日時：令和７年 8 月２０日（水）15：45～17：05 

  ・対象事業所：ソーシャルインクルーホーム長浜高月/長浜大寺町 

  ＜事業計画評価会議（新規）＞ 

  ・日時：令和７年１０月１５日（水）15：30～16：45 

  ・対象事業所：滋賀県障害児協会 

 

Ⅶ 事業所等連絡会 

 ■目的 

 同種別の障害福祉サービスを運営している事業所が集まり、サービス種別ならではの情報共有や意

見交換を行いました。課題に対して具体的な協議を実施する専門部会とは役割を分け、気軽に相談、

他事業所の取り組みなどの共有が出来ることを期待しています。 

 

 ■活動実績 

○施設入所・GH 事業所等連絡会  

開催日時：令和７年１１月１０日（月）10：00～12：00  

場所：長浜まちづくりセンター多目的ホール 

参加事業所：ひかり福祉会 GH/湖北会はまべ/ひだまり/湖北まこも/ルピナス/グループホームカ

ノン/グループホームエイト/相談支援ミラクルクエスチョン/相談支援事業所ピットイン/湖北基幹

相談支援センターふらっと/拠点コーディネーター/事務局 

 

 ○学卒関係者連絡会：令和７年 7 月 17 日/10 月 23 日/12 月 18 日/令和８年２月 26 日 

  参加機関：長浜養護学校/長浜北星高等養護学校/三雲養護学校/鳥居本養護学校/甲南高等養護学校

/信楽学園/テクノカレッジ米原/長浜公共職業安定所/長浜市/米原市/基幹相談/はたらき・くらし

応援センターこほく 

 

Ⅷ 総括 

令和７年度長浜米原しょうがい者自立支援協議会 

会議等実施回数 117回以上  

（作業班運営会議/事業所等連絡会はカウント除く） 

参画延べ人数 1616人以上 

以上 

令和８年３月末日 

長浜米原しょうがい者自立支援協議会事務局 


